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はじめに

　日本は5000を超す島から成る島国で，総延長約

32800 kmにおよぶ海岸線をもつ（環境庁自然保護局，

1998a，b）．この海岸線は，冷温帯から亜熱帯まで幅広

い気候帯にまたがり，また，砂浜・砂丘・礫浜・岩場・

海崖・塩湿地などの多様な地形を含んでいる．このよう

に変化に富んだ海岸線は，多様な海岸植物を育くむ場と

なっており，大スケール（地域・国スケール）での種の

多様性に貢献していると考えられる．

　しかし，海岸の環境は埋め立てや護岸整備などの人為

的改変を受けやすく，それにともなって海岸植物の生育

地は失われやすい．環境庁が1996-1997年に実施した調

査では，日本の本土部の海岸線の41％，島嶼部の海岸線

の21％は人工海岸（潮間帯がコンクリートなどの人工構

造物で構成された海岸）であったと報告されている（環

境庁自然保護局，1998a，b）．

　こうしたことから，海岸植物の保全は，地域・国レベ

ルの生物多様性を保全する上での重要な課題のひとつと

いえる．海岸植物の保全を推進するにあたっては，まず

海岸植物の種の多様性の実態，すなわち，日本の海岸植

物相とその総種数・ハビタット・分布・絶滅危惧の現状

などを総覧的に把握することが有効である．どのような

種が海岸環境に特異的に分布する種であるかは，これま

でに発行された植物誌資料や植生調査資料などによっ

て，個別には，ほぼ明らかにされているが，これらをと

りまとめたリストはなく，また，地域ごとの分布や絶滅

危惧の現状を総括した資料は整備されていない．そこで，

日本国内に分布する海岸植物種の分布・生活形・ハビタッ

ト・絶滅危惧の現状を総覧的に把握するため，植物図鑑
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Abstract

　To comprehend Japanese coastal flora and their endangerment status, we investigated the 

habitats, the life forms, the distributions and the Red Data Book (RDB) categories of Japanese 

coastal plants by referring to local flora lists and the other literature. In this study, we defined 

"coastal plants" as "native vascular plants which are found only at coastal areas but are seldom 

found inland". We listed 280 species (64 families) of coastal plants from Japan. 82 species of them 

were endemic to Japan. 3 species were parasites. 83 species were ranked in the Japanese 

national RDB. The distributions and prefectural RDB categories of coastal plants at 45 localities 

in Japan were shown in an appendix table.
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類・植物誌資料・全国版および都道府県版レッドデータ

ブック（RDB）等を対象に文献調査をおこない，海岸植

物の一覧表を作成した．

調査方法

1．調査対象種

　本調査の調査対象は「海岸植物」とした．ここで，海

岸植物は「海と陸との境界部に特有の立地（砂浜・砂丘・

塩湿地・河口汽水域・海崖・岩場・浅海域など）を主な

生育地とし，それ以外の立地にはほとんど出現しない在

来の維管束植物種」と定義した．したがって，海岸の植

生に頻出する種であっても，内陸の環境にも多く出現す

るものや，外来種は含めないこととした．

2．調査対象資料等

　本調査に用いた資料は，（1）植物図鑑および便覧，（2）

地域植物誌・植物目録，（3）全国版および都道府県版

RDB，（4）兵庫県立人と自然の博物館の収蔵標本，（5）

その他の資料等，とした．

　植物図鑑および便覧としては，宮脇ほか（1978），佐

竹ほか（1981，1982a，1982b，1989a，1989b），岩

槻（1992），長田（1993），角野（1994），浜（2002），

勝山（2005）を用いた．

　地域植物誌・植物目録としては，三重縣生物調査委員

會（1951），北村（1968），熊本記念植物採集会（1969），

紅谷（1971），岡ほか（1972，2000），結城（1972），

千葉県生物学会（1975），福岡県高等学校生物研究部会

（1975），初島（1975，1986），山本（1978），山中

（1978），香川県環境保健部自然保護課（1980，1981，

1983，1984），外山（1980），鈴木ほか（1981），馬場

（1982），石川植物の会（1983），太田ほか（1983），

杉本（1984），福島県植物誌編さん委員会（1987），大

分県植物誌刊行会（1989），渡辺（1989），阿部（1990），

上野（1991），小林（1992），室屋・南谷（1992），細

井（1994），南川（1995），広島大学理学部付属宮島自

然植物実験所・比婆科学教育振興会（1997），東京都環

境保全局自然保護部（1998a），大久保（1999），藤原ほ

か（2000），大阪府環境農林水産部緑の環境整備室

（2000a），神奈川県植物誌調査会（2001），宮城植物の

会・宮城県植物誌編集委員会（2001），滝田（2001），

千葉県史料研究財団（2003），岡山県生活環境部自然環

境課（2003a），豊田（2003），村田（2004），　村（2005，

2006）を用いた．

　全国版RDBとしては環境庁自然保護局野生生物課

（2000）を用いた．都道府県版RDBとしては，2006年

7月現在，各都道府県の最新版である，東京都環境保全

局自然保護部（1998b），茨城県生活環境部環境政策課

（1999），石川県環境安全部自然保護課（2000），高知

県牧野記念財団（2000），宮崎県版レッドデータブック

作製検討委員会（2000），大阪府環境農林水産部緑の環

境整備室（2000b），愛知県環境部自然環境課（2001），

福岡県環境部自然環境課（2001），北海道環境生活部環

境室自然環境課（2001），岩手県生活環境部自然保護課

（2001），宮城県環境生活部自然保護課（2001），長崎

県自然保護協会（2001），新潟県環境生活部環境企画課

（2001），大分県自然環境学術調査会野生生物専門部会

（2001），佐賀県希少野生生物調査検討会（2001），徳

島県版レッドデータブック掲載種検討委員会（2001），

和歌山県環境生活部環境生活総務課（2001），秋田県生

活環境文化部自然保護課（2002），福島県生活環境部環

境政策課（2002），京都府企画環境部環境企画課（2002），

鳥取県自然環境調査研究会（2002），富山県生活環境部

自然保護課（2002），山口県野生生物保全対策検討委員

会（2002），愛媛県貴重野生動植物検討委員会（2003），

兵庫県県民生活部環境局自然環境保全課（2003），鹿児

島県環境生活部環境保護課（2003），岡山県生活環境部

自然環境課（2003b），千葉県環境財団（2004），福井県

福祉環境部自然保護課（2004），広島県版レッドデータ

ブック見直し検討会（2004），香川県希少野生生物保護

対策検討会・香川県（2004），熊本県希少野生動植物検

討委員会（2004），島根県環境生活部景観自然課（2004），

静岡県自然環境調査委員会（2004），山形県野生植物調

査研究会（2004），青森県（2006），三重県環境森林部

自然環境室（2006），沖縄県文化環境部自然保護課

（2006），滋賀生きもの総合調査委員会（2006），高桑

ほか（2006）を用いた．

　その他の資料として，生駒（1963），清末（1967a，

1967b，1980），小林（1968a，1968b），清水（1982），

宮脇（1983），藤木ほか（2001）のほか，WWW上の資

料である「鳥取県立博物館資料データベース」

（http://digital-museum.pref.tottori.jp/contents/　

2006年7月26日参照）を用いた．

3．海岸植物の選定

　海岸植物種の選定はつぎのようにしておこなった．ま

ず，前述の植物図鑑および便覧を参照し，生育環境につ

いて「海岸」「砂浜」などの海岸に関する記述のある種を

抽出した．つぎに，前述の地域植物誌・植物目録等に記

載された各種の詳細な分布情報を整理・検討し，海岸か

ら数キロメートルの内陸にまで多く分布する種（アシタ

バ，クマノギク，コウラボシ，サイカイヤブマオ，シマ

キケマン，ソナレアマチャヅル，タイキンギク，ダンチ

ク，ツルソバ，ツワブキ，トベラ，ニオウヤブマオ，ニ

ラバラン，マサキ，マルバグミなど），さらに内陸の中性

的な環境まで広く分布している種（イガガヤツリ，オニ
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ヤブソテツ，ハマツメクサ，ハマハナヤスリ，ヒトモト

ススキ，ヒロハクサフジなど），海岸と河原の両方に分布

の中心をもつような種（カワラアカザ，カワラサイコ，

カワラヨモギ，ヒロハノカワラサイコなど）を除外した．

内陸にも例外的に分布するが，主たる分布地が海岸と考

えられる種（アキノミチヤナギ，イヨカズラ，エゾハコ

ベ，クサスギカズラ，ドロイ，ハマウツボ，マルバアカ

ザなど）は海岸植物に含めた．雑種（コハマナス，スナ

シバ，ニジガハマギク，ヒノミサキギク）は除外した．

4．海岸植物の一覧表の作成

　選定された海岸植物について，そのハビタット・生活

形・分布および各都道府県版RDBにおけるカテゴリーに

ついて，文献を調査・整理し，海岸植物の一覧表を作成

した．

4-1．ハビタット

　上述の各種図鑑・便覧・地域植物誌の記述をもとに，

選定された海岸植物のハビタットを整理した．ハビタッ

トのカテゴリーは，(1) 砂浜・砂丘・礫浜，(2) 塩湿地・

マングローブ・河口汽水域，(3) 岩場・海崖・隆起サン

ゴ礁，(4) 海岸風衝草原・海岸低木林，(5) 浅海域の5カ

テゴリーとした．種によっては複数のハビタットに出現

するものや，分布域の辺縁で異なるハビタットに出現す

るものもあるが，ここでは，図鑑および植物誌の記載を

参照し，もっとも代表的と考えられる1つのハビタット

に区分することとした．

4-2．生活形

　上述の各種図鑑，便覧，地域植物誌の記述をもとに，

Table 1　Corresopondence table of the categories in prefectural RDBs.

表１　各都道府県版RDBのカテゴリー対応表
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選定された海岸植物の生活形を整理した．生活形のカテ

ゴリーは，「1回繁殖型草本」「多年草」「落葉低木」「常

緑低木」「常緑針葉低木」「落葉高木または落葉小高木」

「常緑高木または常緑小高木」「常緑藤本」に区分し，さ

らに，「沈水植物」および「寄生植物」を区分した．

4-3．固有性

　国内外の分布域を整理し，日本に固有の種を抽出した．

4-4．国内の地域ごとの分布

　日本の47都道府県のうち，海岸線をもつ39都道府県，

および琵琶湖を有する滋賀県，以上40都道府県を対象と

して，海岸植物の地域ごとの分布を整理した．地域の区

分は原則として都道府県を単位としたが，東京都・兵庫

県・鹿児島県の3都県については，生物地理や海域を考

慮して，つぎのように細区分した．東京都は「本土部」

「伊豆諸島」「小笠原諸島」の3地域に，兵庫県は「日本

海側」「瀬戸内海側」の2地域に，鹿児島県は「本土部」

「吐喝喇海峡以北の島嶼（屋久島・種子島・甑島列島・

宇治群島・草垣群島）」「吐喝喇海峡以南の島嶼（吐喝喇

列島・奄美諸島）」の3地域に，それぞれ区分した．これ

により，40都道府県の45地域の分布情報の整理をおこ

なった．分布情報は，前述の地域植物誌や植物目録，図

鑑等にもとづいておこなったが，兵庫県を細区分するに

あたっては，兵庫県立人と自然の博物館の収蔵標本も参

照した．なお，地域ごとの分布を整理するにあたって，

国内移入種と考えられるものは整理対象から除外した．

4-5．地域ごとの絶滅危惧の現状

　上記の40都道府県45地域における海岸植物の絶滅ま

たは絶滅危惧の状況を，前述の都道府県版RDBを参照し

て整理した．各都道府県版RDBの間でカテゴリーやその

基準は統一されていないが，多くの都道府県版RDBは全

国版RDB（環境庁自然保護局野生生物課，2000）のカ

テゴリー・基準にほぼ準拠し，その対応関係が明示され

ている．全国版とのカテゴリーの対応が明示されていな

いものでも，カテゴリーの定義や順位を参照することで

全国版のカテゴリーと対応づけられる．そこで，各都道

府県版RDBのカテゴリーを次の5つのカテゴリーに読み

替えた．すなわち，(1) 全国版RDBにおける絶滅（EX）

および野生絶滅（EW）に相当するカテゴリー，(2) 絶滅

危惧I類（CRおよびEN）に相当するカテゴリー，(3) 絶

滅危惧II類（VU）に相当するカテゴリー，(4) 準絶滅危

惧（NT）に相当するカテゴリー，(5) 情報不足（DD）

に相当するカテゴリー，以上5つである．これら以外の

カテゴリー（“要注目種”や“分布重要種”などの各都道

府県版RDB独自カテゴリー）については，絶滅危惧の現

状との関連が薄いため整理の対象としなかった．ただし，

静岡県版RDBの「要注目種・N-I」カテゴリーは，30年

間現状が確認されていないものを指しており，これは他

の都道府県版では「絶滅」相当と判断される場合が多い

ため，ここでは，絶滅相当として扱った．各都道府県版

RDBカテゴリーと上記の5カテゴリーの対応を表1に示

した．

5．科名・和名・学名

　科名・和名・学名は，原則として佐竹ほか（1981，

1982a，1982b，1989a，1989b）および岩槻（1992）

に準拠した．ただし，イネ科については長田（1993），

汽水域の水草の一部は角野（1994），スゲ属については

勝山（2005）に拠った．また，以上の文献に記載のない

種については初島（1975）や神奈川県植物誌調査会

（2001）など，他の資料も参照した．

結果と考察

　文献等の調査によって作製した「海岸植物の一覧表」

を付表1に示した．種の配列は新エングラー体系で科を

配列し，科の中では学名アルファベット順とした．学名

はスペースの都合で命名者名を省略した．

　調査の結果，日本国内に分布する海岸植物として，64

科280種（亜種・変種・品種を含む）が選定された．国

内に分布している維管束植物の総種数約8000種（環境庁

自然保護局野生生物課，2000）に対し，約4％の種が，

海と陸の境界線上の極めて狭いハビタットに依存して生

育していることがわかった．

　海岸植物のうち日本の固有種と考えられる種は，全体

の約30％にあたる82種であった．海岸のハビタット間

で，固有種率（全種に占める固有種の割合）に顕著な差

がみられた．「岩場・海崖・隆起サンゴ礁」に生育する植

物では約56％（84種中47種）と高い固有種率を示した

のに対し，「塩湿地・マングローブ・河口汽水域」に生育

する植物では約7％（61種中4種），「浅海域」に生育する

植物では約7％（15種中1種），「砂浜・砂丘・礫浜」に生

育する植物では約19％（79種中15種）と固有種率が低

かった．

　今回の文献調査で把握できた範囲で，海岸植物の豊富

な地域は，沖縄県および吐喝喇海峡以南の鹿児島県で，

それぞれ134種，114種が確認された．これに対し，海

洋島である小笠原諸島では海岸植物は26種と少なかっ

た．また，国内で唯一，内陸部に海岸植物を有する滋賀

県琵琶湖岸では5種が記録され，これらはいずれも砂浜

や砂丘をハビタットとする種（ハマナデシコは岩場等の

種としているが砂浜にもよく出現する）であった．

　海岸に生育する植物には「海岸にも内陸にも生育する

植物」と「海岸にしか生育しない植物」とがあり，後者

は海岸環境の改変による影響を直接的に受けやすいと考

えられる．本調査では海岸植物の定義は後者とした．し

たがって本調査で抽出した種（付表1に示した種）は，
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海岸環境の変化による影響を受けやすい種群といえる．

今回選定した海岸植物277種のうち，全国版RDB（環境

庁自然保護局野生生物課，2000）に記載された植物は83

種で，全国版RDB記載種率（全種に対する記載種の割合）

は約30％であった．この値は，服部ほか（2002）が照

葉樹林構成種について算出した値とほぼ同じ値であっ

た．全国版RDB記載種率は，海岸のハビタット間で顕著

な差がみられた．「浅海域」の植物では全国版RDB記載

種率が87％（15種中13種）と極めて高く，海中の維管

束植物（いわゆる海草）が危機的な状況となっているこ

と（相生，1998）をよく示している．以下，「塩湿地・

マングローブ・河口汽水域」の植物が43％（61種中26

種），「岩場・海崖・隆起サンゴ礁」の植物が31％（84種

中26種），「海岸風衝草原・海岸低木林」の植物が20％

（41種中8種），「砂浜・砂丘・礫浜」の植物が13％（79

種中10種）と続いた．全国版RDB記載種率から国スケー

ルでの絶滅の危険性を見た場合，「砂浜・砂丘・礫浜」の

危険性は他のハビタットのそれに比べて低いことが示さ

れた．ただし，澤田ほか（2006）は，国スケールより小

さなスケール（県スケールなど）で見た場合には，岩場

や海崖よりも，むしろ砂浜や砂丘で絶滅が進行しやすい

ことを指摘している．
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要　　　旨

　日本の海岸植物種の分布・生活形・ハビタット・絶滅

危惧の現状を総覧的に把握するため，植物図鑑・植物誌

資料・レッドデータブック（RDB）等を対象に文献調査

をおこない，海岸植物の一覧表を作成した．ここで，「海

岸植物は，海と陸との境界部に特有の立地を主な生育地

とし，それ以外の立地にはほとんど出現しない在来の維

管束植物種」と定義した．調査の結果，日本の海岸植物

として64科280種が選定され，海岸に特有の植物が日本

の全フロラの約4％を占めることがわかった．このうち

82種（亜種・変種・品種を含む）は日本の固有種と考え

られた．3種は寄生植物であった．83種は全国版RDB

（環境庁自然保護局野生生物課2000）に記載のある絶滅

のおそれのある植物であった．一覧表では，40都道府県

45地域の種の分布を整理した．また，最新（2006年7月

時点）の都道府県版RDBの記載状況も示した．
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Appendix 1.　A check list of Japanese coastal plants 　付表１　日本の海岸植物チェックリスト
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